




 

 

令和 7年度ハラスメントに関する実態調査結果概要 

 

【目的】 

 職場で発生するハラスメントに関する状況ついて、その実態を把握することにより、今後

のハラスメント予防、解決に係る対策の展開に活用するために実施する。 

【実施期間】 

 令和７年 11月５日～令和７年 12月 10日 

【回答方法】 

 公開羅針盤アンケート機能及びスマートフォン等での QRコード読み込みによる匿名回答 

【対象者】  

 常勤職員及び会計年度任用職員（全職員）4,047人 

【有効回答数（回答率）】 

 2,772人（68.5％） 

【回答結果の主な概要】 

≪過去 1 年間でパワーハラスメント（以下「パワハラ」という。）を受けたと感じた職員

の状況の確認≫ 

過去 1年以内にパワハラを受けたと感じた方の割合は、12.2％であり、昨年度の同調査

結果の 17.5％と比較すると、5.3％の減であった。 

パワハラを受けたと感じた方は、「常勤職員」、「主査級以下」で回答した割合が高く、受

けたと感じたパワハラの種類は、「精神的な攻撃」の割合が高かった。 

また、「パワハラを受けてどのような行動をしたか」についての質問では、「何もしなか

った（できなかった）」と回答した方の割合が若干下がった一方、「職場の同僚に相談した」

や「職場以外の家族や友人等に相談した」とする回答した方の割合が大きく上がり、他の

相談先の回答率も上がった。  

 

≪過去 1 年間でセクシュアルハラスメント（以下「セクハラ」という。）を受けたと感じ

た職員の状況の確認≫ 

過去 1 年以内にセクハラを受けたと感じた方の割合は、2.3％であり、昨年度の同調査

結果の 4.3％と比較すると、2.0％の減であった。 

セクハラを受けたと感じた方の割合は、「常勤職員」、「女性」、「主査以下級」、「20 代」

～「30 代」で高く、受けたと感じたセクハラの種類では、「性的な冗談やからかい」が高

かった。 

また、「セクハラを受けてどのような行動をしたか」についての質問では、「何もしなか

った（できなかった）」と回答した方の割合が若干下がった一方、「職場の同僚に相談した」

や「職場以外の家族や友人等に相談した」とする回答した方の割合が大きく上がり、他の

相談先の回答率も上がった。  
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